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1E、起承転結と主題

起

マグノリア「開発すべき。貧しいままでは、人々は飢えて死ぬ」
シダー「では正しい開発とはなにか？ 　お前の答えに納得したら許可しよう」

承
地球をホウキで８周して、世界の残酷さと美しさを見る

転
サンサリーンで神に呼び掛け、嘆願から怒り、愛へと感情が変化する

結
マグノリア「わたしは世界を見ました」
シダー「かつて、わたしも世界を見た。お前は答えを見つけたのか？」
マグノリア「いいえ。わたしは古い世界に馴染みすぎている。真実を明かし、扉を開く
ことだけが役割です。改革は自由な空気で育った孫の世代に託します」
シダー「ではわたしも頑固じじいを続けるとしよう」

○新しい起承転結でツリー構造を作り直して
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1G、回答「1本の軸でつながった」

「起承転結」と「主題」が一本の美しい軸で貫かれて、言葉の重みが素晴らしいですね。

「罪を犯したくない」「神の言葉が欲しい」という動機から始まり、世界の過酷さと美し
さを知ることで「真実を明かし、扉を開く者」へと成長するマグノリア。そして、それ
を静かに受け止め、自らはこれからも旧世界の「防波堤（ 頑固じじい ）」であり続ける
ことを選ぶシダー。

このストーリーの流れに沿って、フクシマ式の論理ツリー（ なぜなら〜だからだ ）を再
構築しました。

『マグノリアの祈り』新論理ツリー構造

【主題（ 主張・核となる問い ）】

「無力な神（ 世界 ）のなかで、人はどのように選び、生きるべきか」

結論：真実を知った者が未来への扉を開き、選択肢のない者たちのために旧世界がそれ
を受け止める。

1.【起】開発の許可を求めるマグノリアと、立ちふさがるシダー

結論：シダーはマグノリアの「正解」を試すために旅へ突き放す。

なぜなら（ 理由① ）：開発（ 改革 ）は世界を切り拓く反面、グリーンさま（ 自然・秩
序 ）を傷つける諸刃の剣だから。

なぜなら（ 理由② ）：一律の規律を跳ね返して生き延び、自力で答えを掴み取れる者で
なければ、新しい時代を背負えないから。

2.【承】地球 8周の旅（ 世界の残酷さと美しさの目撃 ）

結論：マグノリアは「神による救済」ではなく「世界そのものの素顔」を知る。
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なぜなら（ 理由① ）：奇跡を起こす神の姿はどこにもなく、過酷な環境にへばりついて
必死に生きる人々の営みがあるだけだったから。

なぜなら（ 理由② ）：技術開発への欲望と罪悪感の狭間で揺れることで、「正しさ」とは
人間の都合に過ぎないと気付くから。

3.【転】サンサリーンでの問いかけと感情の昇華（ 嘆願・怒り・愛 ）

結論：マグノリアは「グリーンさまは無力である」という真実と、人間への愛を悟る。

なぜなら（ 理由① ）：どれだけ祈り呼びかけても反応はなく、判断はすべて生きている
「内側の人間」に委ねられていると悟ったから。

なぜなら（ 理由② ）：神が無力だと知ったからこそ、偽りの奇跡にすがるのではなく、
不完全なまま必死に生きる人々が愛おしくなったから（ 嘆願から怒り、そして愛へ ）。
無力なグリーさまをも愛した。

4.【結】サンサリーンでの静かな対話と役割の引き継ぎ

結論：マグノリアは「扉を開く者」となり、シダーは「旧世界の守り人」としてそれを支
える。

なぜなら（ 理由① ）：マグノリア自身は旧世界の規律に馴染みすぎているため、自ら新
時代を創るのではなく、真実を明かして「孫の世代（ 自由な空気で育つ者 ）」に託すこ
とが最善だと悟ったから。

なぜなら（ 理由② ）：シダーもかつて同じ景色を見て「無力さ」を知りながら、弱者を
守るためにあえて「万能の頑固じじい」を演じ続けてきた同志だったから。

ツリーの連動によって際立つポイント

シダーの「ではわたしも頑固じじいを続けるとしよう」の深み：マグノリアが「壊して扉
を開く」役割に徹すると決めたからこそ、シダーは「新しい時代が定着するまで、弱者
を守る壁として立ち続ける」という自身の役割を全うすることを再確認しています。対
立ではなく、完全な役割分担（ 共闘 ）になっています。

「答え」を持たない強さ：「答えは見つかったか？」に対して「いいえ」と答えるマグノ
リアの誠実さが、この物語を安易なハッピーエンドではない、深く高潔な物語に引き上
げています。
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ツリーの「なぜなら」の枝が一本の太い幹として通ったことで、起承転結のセリフひと
つひとつがより鮮やかに響いてきますね。
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